
■　本院は広島市民病院、県立広島病院ととも

に、中国四国地方のブロック拠点病院です。この

３病院に、薬害HIVの原告団・弁護団そして厚労

省、文科省、広島県、広島市の行政を加えた三者

協議が、11月4日に広島市内で開催されました。

広島大学病院からは弓削孟文病院長を筆頭に、事

務部長、血液内科長、エイズ医療対策室長、看護

部長(代理)などが出席しました。

■　会議は原告団・弁護団の質問書とそれへの回

答という形式で進められました。原告団からは大

学病院の中での全科の連携体制や看護体制などに

ついて要望がありました。病院としては充実をは

かるとともに、地域のネットワークやACC研修な

ども増やしていくことを約束しました。

■　AIDS-chushiはエイズ関連情報の伝達や交換を

通じて、中国四国地方のエイズ拠点病院の連携をは

かり、この地域のエイズ診療・ケアの向上に役立て

ることを目的としています。AIDS-chushiの参加資格

は、中国四国地方のエイズ拠点病院のケア提供者

(医療職--医師、歯科医師、看護師、薬剤師、検査技

師など、そして派遣を含めた心理職・福祉職)に限

定しています。つまり本院の医療職は大丈夫。入会

はエイズ診療担当者(高田)の紹介が必要です。メン

バーのリストはメンバー全員に公開します。参加希

望の方は、ご連絡下さい。

■　「J-AIDS」は、オープンなメーリングリストで

す。700名以上の参加者、5000件以上の投稿記事を参

照することができます。両方のメーリングリストの説

明については、添付のリーフレットをお読み下さい。

■　HIV感染症治療研究会は全国のエイズ専門医の

勉強会で、代表者はエイズ治療研究開発センターの

木村　哲先生と、熊本大学第二内科の満屋裕明先生

です。改訂第６版の出版から、まだ１年しかたって

いません。新薬の発売、そして新しい臨床試験の結

果を踏まえて最新の情報となっています。
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　今年も残すところあとわずかになってしまいまし

たが、皆様風邪などひいていませんか？　今年最後

の「ざっくばらん」になりますが、今回は１０月に

行ったサンフランシスコ研修について書いていきた

いと思います。

　この研修はエイズ予防財団の事業のひとつで、カ

リフォルニア大学サンフランシスコ校のエイズ予防

研究センターが受託しています。今回院内からは東

７病棟の新家さん、９西病棟の久保さんと３名で行

きました。２週間でしたが、かなりハードスケジュ

ールで、内容も深いものだったので精神的に辛い事

もありましたが、メンバーにも恵まれ、充実した時

間を過ごすことができました。

　研修の内容は一言では言えないほど、盛りだくさ

んでした。講義で学ぶものや、ワークョップ形式で

ディスカッションしながら学ぶもの、あとは病院や

NPOの見学など、毎日が新鮮でした。日本と違うの

はやはり全体の空気が自由で、共に学びあうという

点でした。

　私の今回の目的はチーム医療について学ぶこと

と、HIV診療における看護師の役割について学ぶこ

とでした。まずチーム医療についてですが、カイザ

ーパーマネント病院の見学をしました。医師、ケー

ス・マネージャーの看護師、薬剤師、栄養士、

MSW、ヘルスエデュケータ－と呼ばれる健康教育

担当者が、それぞれ自分の専門分野での特性をいか

し、患者様の生活の質の向上に努めていました。そ

こにはお互いの職種に対する尊敬の気持ちと、HIV

患者をサポートする強いチームが出来上がっていま

した。どの職種も患者のエンパワーメントを尊重す

る姿勢は全く同じだと感じました。

　アメリカと日本は医療制度の違いがありますが、

日本は予防教育がおざなりになっている感がありま

す。アメリカは保険会社にとって、患者が健康でい

ればいるほど、収益が増える仕組みになっており、

そのため健康に対してかなり力を注いでいます。今

後この予防教育を日本でも取り組んでいかなければ

いけない点だと痛感しました。

　HIV診療における看護師の役割については、この

４月からHIV専任ナースとして働いていて自分なり

に考えてきたところです。アメリカでも基本的な考

え方は同じであることが再確認でき、自信がつきま

した。研修の中で、患者は経験してきたことが自信

につながっていくということを聞いた時、それは医

療者側も全く同じということに気がつきました。患

者が自己の持つエンパワーメントによってセルフケ

アできること、また予防(病気の悪化、合併症の予

防)ができるように支えながら、ケアを提供してゆ

きたいと思います。

　看護の基本は人対人ということをより学べた研修

でした。この研修に参加できたことを感謝すると共

にお世話になった皆さまに深くお礼申し上げます。

長くなりましたが、来年が皆様にとって素晴らしい

年になりますように。　

＜シリーズ＞

ナース河部のざっくばらん(No.4)

エイズ医療対策室　河部康子

＜ご意見募集＞

「AIDS UPDATE」は今後も不定期に発行しま

す。ご意見やご希望がありましたら輸血部まで

お寄せ下さい。
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